
 

 

白 石   隆 教授 

 

役  職：学長、教授 

専門分野：地域研究、国際関係論、政治学 

学  位：Ph.D.（コーネル大学） 

略  歴：1972 年東京大学教養学部教養学科卒、74 年同大学院国際関係論修士課程修了、75

年同東洋文化研究所助手、86 年コーネル大学博士取得、79 年東京大学教養学部教

養学科国際関係論助教授、87 年コーネル大学アジア研究学科・歴史学科助教授、

89 年同東南アジア・プログラム副所長、90 年同アジア研究学科・歴史学科准教授、

96 年同教授、96 年京都大学東南アジア研究センター教授、2000 年本学客員教授、

2005 年本学副学長、教授、2007 年アジア経済研究所所長、2009 年本学客員教授、

内閣府総合科学技術会議議員、2011 年本学教授、本学学長。2007 年紫綬褒章受章。 

 

１． 業 績（Ｂ） 

書評・解説等 

＊ 「書評 資本主義の起源と『西洋の勃興』」『毎日新聞』2011 年 4 月 24 日 

＊ 「書評 消費するアジア」『毎日新聞』2011 年 8 月 7 日 

＊ 「書評 アフガン諜報戦争 上下」『毎日新聞』2011 年 10 月 2 日 

＊ 「書評 幻想の平和」『毎日新聞』2011 年 11 月 13 日 

＊ 「２０１１年 この３冊」『毎日新聞』2011 年 12 月 11 日 

＊ 「書評 中国共産党―支配者たちの秘密の世界」『毎日新聞』2012 年 1 月 22 日 

＊ 「書評 北京コンセンサス」『毎日新聞』2012 年 3 月 18 日 

 

２． 助成金による研究 

＊ 科学研究費補助金 基盤研究（B）課題番号 23330052 「東アジア地域秩序の変容

と東南アジア諸国の対応」研究代表者  

＊ 科学研究費補助金 基盤研究（B）課題番号 21401011 「中国の台頭と東南アジア

の政治社会的変容－国際関係、トランスナショナル、社会－」研究分担者  

 

３． 教 育 

（１） 講 義 

＊ International Relations in East Asia（春学期：2011 年 4 月 6 日～2011 年 7 月 26 日） 

＊ International Relations in East Asia（秋学期：2011 年 10 月 5 日～2012 年 1 月 31 日） 

（２） 論文指導 

＊ 安全保障・国際問題プログラム：博士課程 12 名（主指導 6 名（うち 1 名学位取得）、

副指導 6 名） 

＊ 公共政策プログラム：博士課程 2 名（主指導 1 名（学位取得）、副指導 1 名） 

＊ 政策プロフェッショナルプログラム：博士課程 1 名（副指導） 

 

４． 管理・運営への関与 

（１） 委員会 

＊ 役員会 



 

 

＊ 参議会 

＊ 経営協議会 

＊ 研究教育評議会 

＊ 教育人事委員会 

＊ 修士課程委員会 

＊ 博士課程委員会 

＊ 企画懇談会 

＊ 教員業績評価委員会 

（２） タスクフォース 

＊ 政策研究センター復興政策提言タスクフォース 

（３） その他 

＊ 学長 

 

５． 社会的貢献（Ａ） 

（１） 財団法人等における活動 

役員，委員会 

＊ サントリー文化財団、海外出版助成選考委員（2011 年 6 月 6 日～現在） 

＊ サントリー文化財団、研究助成選考委員（2011 年 6 月 6 日～現在） 

＊ 一般財団法人貿易研修センター、理事（2011 年 6 月 29 日～現在） 

（２） 学会等における活動 

＊ Editor, Indonesia, Cornell Southeast Asia Program (1987-present). 

＊ Member, International Advisory Board, Sojourn: Journal of Social Issues in Southeast 

Asia, Institute of Southeast Asian Studies, Singapore (1999-present). 

＊ Member, Advisory Board, Historical Abstracts, ABC CLIO, Santa Barbara, 2000-present. 

＊ Member, International Advisory Board, Asian Research Institute, National University of 

Singapore (2004-present). 

＊ Member, Editorial Board, The American Interest (2006-present). 

＊ 日本学術会議連携会員（2011 年 10 月 3 日～現在） 

（３） 審議会等における活動 

＊ 日本ユネスコ国内委員会委員（2010 年 12 月 1 日～現在） 

＊ 独立行政法人日本学術振興会、大学の世界展開力強化事業プログラム委員会委員

（2011 年 5 月 9 日～2012 年 3 月 31 日） 

＊ 外務省独立行政法人評価委員会委員、国際協力機構分科会委員（2011 年 11 月 16

日～現在） 

（４） その他 

＊ 総合科学技術会議議員（非常勤）（2011 年 1 月 5 日～現在） 

＊ 日本貿易振興機構アジア経済研究所所長（2007 年 5 月 1 日～現在） 

 

６． 社会的貢献（Ｂ） 

（１） ジャーナリズムでの発言 

① 活字メディア 

＊ 「政府の能力が問われている」『JAPANECHO.net』2011 年 4 月 8 日 

＊ 「アジアとの戦略的連携で復興を」『JAPANECHO.net』2011 年 5 月 13 日 



 

 

＊ 「地球を読む 経済特区でアジアと連携」『読売新聞』2011 年 6 月 19 日 

＊ “Japan must include other nations in rebuilding,”  The Daily Yomiuri, June 20, 2011. 

＊ 「いやはや語辞典、節電のお願い、卑怯な政治主導のつけ」『読売新聞』2011 年 8

月 19 日 

＊ 「２０２０年の世界に向けて」『Business Eye』2011 年秋号、1 頁 

＊ 「特別寄稿 第４期科学技術基本計画の策定と今後の科学技術政策への期待」『文

部科学時報』2011 年 9 月号 

＊ 「地球を読む、ミャンマー、経済成長追求する新政権、日本は協力再開を急げ」『読

売新聞』2011 年 10 月 9 日 

＊ “Japan should enhance ties with Mekong nations,” The Daily Yomiuri, October 10, 2011.  

＊ “Indonesia's Democratic Politics of Economic Growth: Achievements and Homework,” 

Dino Patti Djalal, ed., The Transformational Decade: Vol. 3 Selected International 

Speeches of Indonesia's President Dr. Susilo Bambang Yudhoyono, Red and White 

Publishing, 2011, pp.11-12. 

＊ 「新しい世界秩序」『JR EAST』春号 

【以下、インタビュー、談話等を掲載】  

＊ “From East Asia Back to Asia Pacific,” CSEAS Newsletter, spring, 2011 . 

＊ 「震災とアジア、下」『日本経済新聞』2011 年 5 月 12 日 

＊ 「近代とポストモダンの相克」『朝日新聞 GLOBE』2011 年 6 月 5 日 

＊ 「新たなアジア戦略、打ち出すチャンス（インタビュー）」『国際開発ジャーナル』

2011 年 7 月号 

＊ 「超有識者場外ヒアリングシリーズ 7 大学院・科学技術編」『ファイナンス』2011

年 8 月号、39～49 頁 

＊ 「熱風アジア、地方が率先、関係深化を（インタビュー）」『中國新聞』2011 年 8 月

30 日 

＊ 「インドネシアと日本の『デファクト・アライアンス』－『誠実』な国民性が結ぶ

固い絆」『BUAISO』47 号（2011 年 12 月）、7～9 頁 

＊ “Tak Luput dari Kritik,” Tempo, Nov. 20, 1011, pp.68-69. 

＊ 「「良いルール」作りが重要」『読売新聞』14 面、2011 年 11 月 12 日 

＊ “A 21st-century Asianist,”China Daily (Asia Weekly), December 9-15, 2011. 

＊ 「アジア太平洋時代、せめぎ合う米中」『週刊 e-World』2011 年 12 月 19 日 

＊ 「白石隆さんに聞く、東アジアは壊れるか」『朝日新聞』2012 年 1 月 5 日 

＊ 「东亚秩序存在“结构性紧张”」『新华国际』2012 年 1 月 12 日 

＊ 「ミャンマーへの文化交流ミッションの派遣・白石隆団長」『外務省プレスリリー

ス』2012 年 3 月 7 日 

（２） 講演会，座談会，会議出席 

＊ 「個別分散的な政策形成からの脱却を（小島明氏と対談）」『日本経済研究センター

会報』2011 年 6 月号 

＊ 「夏季フォーラム 2011」『経団連タイムス』3051 号、2011 年 7 月 29 日 

＊ 「参考人」『科学技術・イノベーション推進特別委員会議録』2011 年 7 月 22 日 

＊ 「座談会 中東・アラブ世界の政治変動を見通すために」『アジ研ワールド・トレ

ンド』196 号（2012 年 1 月）、4～19 頁 

＊ 日経産業新聞フォーラム基調講演「東アジアの成長をどう取り込むか」『日経産業



 

 

新聞』2012 年 1 月 26 日 

＊ 「アジアコスモポリタン賞創設、内と外の分離、発想問題」『読売新聞』2012 年 2

月 20 日 

＊ 「国際会議『世界文明フォーラム』」『日本経済新聞』2012 年 2 月 20 日 

＊ 「東アジアの政治経済とポスト３・１１の日本」『Business Eye』Winter 2011、住

友商事総合研究所、4～5 頁 

＊ 「国際共同研究から科学技術外交推進へ―国際戦略をいかに展開するか」、文部科学

省「平成２３年度科学技術戦略推進費シンポジウム：国際共同研究から科学技術外

交推進へ－国際戦略展開をいかに推進するか－」基調講演、2012 年 2 月 21 日 

http://www8.cao.go.jp/cstp/gaiyo/cstp/20120221sympo.html 

http://www8.cao.go.jp/cstp/gaiyo/cstp/20120221sympo.html

